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内
う ち
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夫
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　議員

問　来年度の政策の
基本的な考えは

答 　村民目線で対応する

問　環境整備団体への
補助制度創設を

答 　必要な支援策を講じる

答　
現
地
を
確
認
し
て
対

応
す
る

問　
区
画
整
理
事
業
は
新

し
く
住
み
や
す
い
、安
心・

安
全
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
創
出
に
あ
る
。
区

画
整
理
地
内
の
街
路
灯
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
及
び
ゴ
ミ

置
き
場
は
村
主
導
で
整
備

す
べ
き
で
あ
る
。

答　
現
在
真
っ
暗
な
道
路

と
危
険
な
交
差
点
は
、
現

地
を
確
認
し
て
対
応
す
る
。

新
た
に
建
築
さ
れ
る
住
宅

回
り
の
街
路
灯
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
は
村
主
導
で
整
備

す
る
。
ゴ
ミ
置
き
場
は
、

必
要
に
応
じ
て
村
所
有
の

土
地
利
用
も
考
え
る
。

問　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

を
心
豊
か
に
生
活
で
き
る

環
境
作
り
が
必
要
。
来
年

度
事
業
の
主
な
４
事
業
を

伺
う
。
本
村
は
、
水
戸
市

を
中
心
と
し
た
連
携
中
枢

都
市
圏
の
形
成
に
よ
っ
て

圏
域
化
（
広
域
行
政
）
へ

と
進
む
。
村
民
生
活
に
多

く
の
課
題
が
生
じ
る
が
、

対
応
策
は
。

答　
構
成
す
る
９
市
町
村

と
協
議
を
重
ね
、
村
と
し

て
の
成
果
を
十
分
に
検
証

し
な
が
ら
推
進
す
る
。

問　
脱
炭
素
社
会
へ
の
喫

緊
の
課
題
は
。

答　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

の
導
入
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
な
ど
、

問　
里
山
の
再
生
や
保
全
、 

環
境
整
備
活
動
を
す
る
団

体
の
経
費
は
会
費
を
充
当

し
て
い
る
。
こ
の
活
動
は
、

荒
れ
果
て
た
自
然
の
再
生

と
、
人
と
人
の
つ
な
が
り

を
生
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

自
分
た
ち
の
力
だ
け
で
は

限
界
が
あ
る
。
安
定
的
な

活
動
を
支
え
る
た
め
の
補

助
制
度
を
提
唱
す
る
。

答　
行
政
の
力
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
、
環
境
整
備

活
動
団
体
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
。
良
好
な
自
然
環

境
の
維
持
の
た
め
、
必
要

な
支
援
策
を
講
じ
る
。

問　
区
画
整
理
地
内
の
街

路
灯
等
の
設
置

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
な
ど
、

取
り
組
み
を
着
実
に
積
み

上
げ
て
い
く
。

問　
人
生
１
０
０
年
時
代

を
楽
し
く
、
心
豊
か
な
村

民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
実

現
に
何
が
必
要
か
。

答　

適
度
な
運
動
の
継

続
・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
・
社
会
と
の
繋
が
り
が

必
要
。
仲
間
づ
く
り
に
繋

が
る
よ
う
な
啓
発
や
事
業
、

支
援
を
引
き
続
き
行
う
。

問　
予
想
さ
れ
る
あ
ら
ゆ

る
災
害
へ
の
対
策
は
。

答　
災
害
の
発
生
を
完
全

に
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
。

そ
の
軽
減
に
は
、
恒
久
的

な
災
害
対
策
と
災
害
時
の

効
果
的
対
応
が
重
要
。

だれもが100 歳目指して万歳！万歳！

夜は真っ暗な区画整理地内の一角


